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1 はじめに













































ン ;以下,台地),直線状の尾根線をもつ梁 (リヤン;以下,丘脈),鰻頭状の丘陵である鋸 (マ
























































黄土高原の侵蝕過程は水力侵蝕 ･重力侵蝕 ･風力侵蝕 ･人為侵蝕の4種に大別される[3,22].こ
れらはそれぞれ表1【3]のように細分されている.
外力 侵蝕過程 侵蝕形態 進化過程
水力 雨滴侵蝕 雨跡 降雨中
シート侵蝕 鱗片状斑紋 地表流発生初期
リル侵蝕(総称 :面状侵蝕) リル 集中流の初期
ガリー侵蝕 浅いガ リ一冊状 ー リルからの進化浅いガリーの進化ガリーの進化(線状 ) 懸谷状ガリーガリー小規模Ⅴ字谷
泥流 泥流槽 .泥流堆
地下侵蝕 小皿状凹地 トンネル侵蝕初期中晩(トンネル侵蝕) 陥没穴地底ガリートンネル
重力 地すべり崩落流土 .剥落(総称 :マスムーブメント) 深層地すべり中 ~浅 崩落堆状剥落薄片状剥落魚鱗




合いにより面状侵蝕と線状侵蝕 (ガ リー 侵蝕)に2分される.前者のうちリル侵蝕は100- 101cm
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｢動力学視点からの地形進化の研究｣





















































規模 >107m3 <106m3 不定 不定
頻度 点 秤 群 不定
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